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2015年度海外選択制臨床実習報告書 
シンシナティ―子供病院
松原秀紀
期間 ５ 月28日～ ６ 月28日
　アメリカの医療現場を見てみたい。これが今回の実習の一番の動機でした。そして，興味のある小児循環
の分野で実習ができると聞き，市田先生にお願いして準備を始めました。当然，アメリカに行くにあたって
いくつかの不安はありましたが，それらが自分の決意を揺るがすことはありませんでした。
　いくつかの準備段階を踏み，あっという間にアメリカに出発する日となりました。さすがにこの時は緊張
も高まりましたが，いざ始まると先生方やスッタフの対応がとても親切であったために不安も解消されてい
きました。そのため，毎日が新しいことを吸収する時間となりました。この １ か月の期間で，循環器の外来
をメインとして，入院病棟，手術，カテーテルを見学させてもらいました。外来では，循環器の全般，心筋
症，神経と心臓疾患，遺伝と心臓疾患など細かく分かれていました。そのため，日本でみたことあるものか
ら，日本では見たことがなかった心疾患や，神経疾患の患者さんをみることができました。中には日本では
みつかっていない疾患もあり，とても貴重な体験をさせてもらいました。入院病棟では朝のラウンドとよば
れる回診から参加させてもらいました。アメリカでは朝の回診に医師や研修医だけでなく，看護師，薬剤師，
ソーシャルワーカーなどがチームとなって参加していました。そして何より驚いたのは，そこに患者の家族
が参加することでした。両親は回診の内容を聞き，今の自分の不安や質問を尋ねていました。これはまさに
患者中心のチーム医療であり，日本でも取り入れることができたらいいなと感じました。手術とカテーテル
の内容は日本とほぼ同じ印象でしたが，日本と違うと感じたのはその雰囲気でした。もちろん，一概には言
えませんが，私がみた手術では医師や看護師に日本のような必要以上の緊迫感がありませんでした。それぞ
れに自分の領域に誇りをもち，対等な関係で，たまにジョークも言い合うというものでした。これはアメリ
カの文化的な背景が強いと思いますが，お互いの仕事に関しての尊敬と信頼を感じました。
　 １ か月というわずかな期間と，日本とは文化や社会背景が違うことからアメリカの医療と日本の医療に優
劣はつけることはできませんが，それぞれに良さがあることは認識できました。そしてこれから大切なのは
今回自分が感じたことをしっかり持ち続け，将来にいかせないかと考えること，今回アメリカに行っただけ
で終わらせないことだと気づきました。
　最後に，きっかけを与えていただいた山城先生，子供病院を紹介していただいた市田先生，英語のサポー
トをしてくれたムラ―先生，シンシナティ―に行った仲間たち，シンシナティ子供病院でお世話になったす
べての方に感謝の言葉を述べたいと思います。本当にありがとうございました。
　来年以降，海外に行く後輩へ。
　海外実習に行く不安は誰でもあります。でも，その不安より少しの好奇心と勇気をもって下さい。きっと
最後には行ってよかったと思うはずです。その上で，さらにその実習を充実させるための努力をして下さい。
１ を得るか１0を得るかはあなた次第です。応援しています。
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小児科の診察室で
一緒に行った梶川さんとCCHMCの研修医の先生方
